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元来連続空間での現象である固相 ･液相 ･気相間の転移 (例えば melting)

を不連続を格子上の ord_er-disord_er_転移 として抱え る試みには次の二つ

の立場がある｡
1)

A.Lenard- Jones-DPVonsriire のようvrLハ ミ)Vtニアンが連続空間で

与え られる系/j7:,粒子数の 2倍の格子点か ら在る格子を考える立場.
2) 5) 4) 5)

丑.Kikuch与,Shimose-Morita や Lee-Yang の ように,普通の

=sing換塾や HeisenDe-rg陰型のように初めか ら自由度を決った格子上に

のみ限 ってハミルノーニアンを与え,格子点数 と粒子数の開係は可変とする立

堤 ｡

(また,Aか ら2倍 とい う制限を除 き,Bか ら決 らた 格子 という制限を除

いた中野の立場の可能である｡ )

いずれにして も,格子化によ､つて不連続的変化をきわ立たせる欠点が あ り,

それが致命的なこと･もあ りうるが,液 棒を low a_ensity の気路側からのみ扱

うのではた く,多体相乾 も或 る程度街 り入れ,あらゆる密度領域ljC亘って統一

的vE扱える魅力があるV.
2)

ここでは KiklユChiの扱いを紹介し,それに関わる問好点を指摘するo

KiklユChiは B4)立場で二次元三角格子で,

1st n. (､neighDO1ユr)は-の斥力,

2nd_n一＼ 引力 8 ,

5rd_n. 引力 OE,

という rnod･elで 8-2の とき気;液,固相 とみ られる 5柏を導いて_いる (0

が ′j､さいとき液相はでないが)

三角格子の suDla;七七ice分割は 5,4,7種の三通 りの分割方濠が可能だ

が,Kikuchの計算では 5種の suDlatticeの場合について ,その一つの

slユblatticeにおけ る粒子の存在確率が,他の sublatticeVCおけると異 る

とい う意味での ord･er Sや teが固相であ り,この意味での aisord･er
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stateは状態方程式を求めた ときに,引力のためvCある場合 (p<pc,

Tく Tc)には同じ圧力に二つの体積が対応する二相共存蝕域が存在 して,級

相 ･気相vE対応する｡ ●

計算方法は,基本匪形 (この場合は最 ′.卜の正三角形)内のあ らゆる確率階の

つ じつまがあ うように free energyを minimumVこする Kikuchiの
6)

clusterVariationMethod.(CVM) によってお り,ha･rd_coTeによ

る Volume excllユSionは正 しくとり入れ られているo

しかし,ハ ミル.トニアンか らわかるように (0> 1), T- Dで安定なのは

明らかtjCJ日陰の .qublatticeの ときの ord.er stateであ り,Kikuchiの

計算は完全で食いO また , 5rd_neighDOurに艶子の来る確率の計算vCも間

鮭 があるO

こ の mod_el･rL直接録連する間監点をあげてお くと,

日 この mocielで恵相uC二相あるか ? 二相あればその melting curve

の形は ?

2) 液相 らしき壮静の性質は ? 相関静数 も計算可能である0

51 引力をし (6-0)で も order一aisord.er転移はあるか ? Ald.er

転移 との漬連は 7

4) 1st neighDOur斥力を有限Vこした とき,隠相の安定性は ? (単純夜

molecular field近似では離点魅大が出る)
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